
写真は、

経塚山と七ツ石山新緑ハイキングの様子

�日出町制施行 60 周年記念式典
町政ふれあい講座
藤ヶ谷清掃センター本格稼働開始

Contents 今月の主な内容
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日
出
町
制
施
行
60
周
年

昭
和
29
年
３
月
31
日
に
町
制
を
施
行
し
て

　
　
　

60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
盛
大
に
祝
い
、

　
　
　

６
月
４
日
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来賓・関係者を合わせて、約 300 名が出席して式典が行われました

被表彰者代表謝辞を述べる辛島雄三郎さん

　
日
出
町
が
合
併
し
た
直
後
の
昭

和
30
年
、
国
勢
調
査
の
人
口
は

２
万
３
１
８
７
人
で
し
た
が
、
平
成
22

年
の
調
査
で
は
、
２
万
８
２
２
１
人

と
、
大
分
県
内
で
も
数
少
な
い
人
口
増

加
の
町
と
し
て
、
日
出
町
は
着
実
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　

温
暖
で
交
通
の
便
も
よ
く
、
住
み
や

す
い
日
出
町
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
も
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て
い
く
力
が

あ
り
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
的
山
荘
」
な

ど
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
豊
か
な
自

然
や
薫
り
高
い
文
化
が
残
っ
て
い
ま

す
。

60th
Anniversary
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年 月 出来事

昭和 29 年 ３月 日出、豊岡、大神、藤原、川崎の５
町村が合併して日出町となる

昭和 31 年 4 月 南端村を分離吸収合併をし、豊岡平
道の一部を別府市に分離する

昭和 32 年 ５月 日出町役場本庁舎増築
昭和 38 年 1 月「日出町報」の発行を始める
昭和 41 年 10 月 国民体育大会　卓球会場を担当
昭和 42 年 12 月 学校給食共同調理場完成
昭和 45 年 1 月 日出町役場庁舎新築
昭和 47 年 9 月 別杵速見広域市町村圏協議会発足
昭和 48 年 6 月 豊岡住宅団地第１期造成事業完成
昭和 50 年 ４月 杵築速見消防組合発足
昭和 51 年 5 月 し尿処理場（広域圏）操業開始
昭和 53 年 4 月 秋草葬祭場（広域圏）完成
昭和 54 年 3 月 町営体育館完成
昭和 59 年 3 月 萬里図書館完成
昭和 61 年 4 月 第 1 回城下かれい祭り開催

4 月 公共下水道併用開始
昭和 62 年 3 月 暘谷駅開業
平成  3  年 4 月 ハーモニーランドオープン

11 月 大分空港道路開通
平成  6  年 9 月 日出町役場庁舎増改築工事完成

12 月 日出ジャンクション開通
平成  9  年 8 月 日出暘谷高校新校舎完成
平成 12 年 3 月 城下かれい中間育成施設完成

4 月 介護保険制度開始
平成 13 年 3 月 日出町保健福祉センター完成
平成 14 年 ４月 完全学校週 5 日制開始
平成 16 年 3 月 日出土地区画整理事業完了

10 月 杵築市・日出町・山香町・大田村合
併協議会から日出町離脱

平成 20 年 9 月 おおいた国体なぎなた競技開催
平成 22 年 3 月 的山荘が日出町所有となる

4 月 観光交流拠点「二の丸館」オープン
平成 23 年 11 月 高校跡地にケーズデンキ出店
平成 24 年 3 月 高校跡地に亀の井ホテル出店
平成 25 年 2 月 キリシタン・南蛮文化交流協定調印

3 月 鬼門櫓復元工事完了
５月 日本風景街道に認定される
5 月 世界農業遺産に認定される

平成 26 年 3 月 国道 10 号日出地区 4 車線化完了

5 月 日本ＴＩ工場跡地が日出町に無償譲
渡される

5 月 的山荘が国重要文化財に答申される

来賓・関係者を合わせて、約 300 名が出席して式典が行われました

功労者として、27 名と 12 団体が表彰されました

　

ま
た
、
暘
谷
駅
周
辺
の
再
開
発
や
高

校
跡
地
の
利
活
用
な
ど
、
中
心
市
街
地

の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
る
日
出
町
は
、
更
な
る
発
展
を

遂
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
皆
さ
ま
方
の
積

極
的
な
町
政
へ
の
参
加
や
、
英
知
を
い

た
だ
き
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
守

り
、
地
域
力
を
高
め
、
歴
史
的
、
文
化

的
遺
産
を
将
来
に
継
承
し
、
誰
も
が
明

る
く
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
、
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま

す
。
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解　説
【前 文】
　私たち日出町民は、先人から受け継いだ豊かな自然や薫り高い文化を守り、住んで良かったと思えるま
ちをめざして、この町民憲章を定めます。
　日出町は、水面輝く別府湾や緑豊かな鹿鳴越連山をはじめとする恵まれた自然を有し、長い歴史の中で培われた
文化が薫る私たちの郷土です。
　この憲章は、私たちの郷土である日出町を後世に伝えるとともに、日々の暮らしの中で「このまちに住んで良かっ
た」と心から思えるまちであり続けることを願って定めるものです。

【本 文】
一　郷土を愛し、恵まれた自然を守り、水と緑につつまれた美しいまちをつくります。

　私たちの郷土を愛し、湧水をはじめとする多様な恩恵をもたらす自然に感謝し、守り続けるという意思を表
しています。また、「美しいまちをつくります」という表現には、自然環境の保全だけでなく、まちの美化に努
めるという意味も含めています。

一　互いに尊重し助けあい、共に子どもたちを育み、笑顔のあふれるまちをつくります。
　人と人との絆を深めること、未来を担う子どもたちを見守り育てることそれぞれを、家庭や地域で行う大切
さを表しています。「笑顔」という言葉には、単に快適さや楽しさによる笑顔だけでなく、優しさや安らぎを感
じたときの笑顔という意味も含めています。

一　歴史や文化を重んじ、創意をかさねて次代に引き継ぎ、躍進するまちをつくります。
　長い歴史の中で先人たちが育んだ様々な文化を学び引き継ぐとともに、自らの創意による文化を融合させ、
新しいまちの文化を創出して次代に引き継ぐという意思を表しています。「躍進する」という言葉には、発展し
続けるという意味も含めています。

一　仕事や勉学に勤しみ、活力に満ちたにぎわいのあるまちをつくります。
　「仕事や勉学」という表現には、収入を得る労働や学校での勉強だけでなく、家庭や地域での役割を果たすと
いうことや生涯学習という意味を含んでいます。一人ひとりが「仕事」や「勉学」に喜びや生きがいを感じる
ことが、産業の発展や教育の充実につながり、結果としてまちに活力とにぎわいが生まれるということを表現
しています。

一　心とからだの健康づくりに努め、誰もが明るく元気に暮らせるまちをつくります。
　いつまでも心身ともに健康であり続けることは、町民全ての願いです。年齢、性別、国籍、職業、障がいの
有無等の別なく、誰もが将来に希望を持ち、明るく安心して、元気に安全で自分らしく暮らせるまちであり続
けるという思いを込めています。

　私たち日出町民は、先人から受け継いだ豊かな自然や薫り高い文化を守り、住んで良かっ

たと思えるまちをめざして、この町民憲章を定めます。

一　郷土を愛し、恵まれた自然を守り、水と緑につつまれた美しいまちをつくります。

一　互いに尊重し助けあい、共に子どもたちを育み、笑顔のあふれるまちをつくります。

一　歴史や文化を重んじ、創意をかさねて次代に引き継ぎ、躍進するまちをつくります。

一　仕事や勉学に勤しみ、活力に満ちたにぎわいのあるまちをつくります。

一　心とからだの健康づくりに努め、誰もが明るく元気に暮らせるまちをつくります。

　　　町制施行 60 周年を記念して

町民憲章が制定されました
60th
Anniversary
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町政功労者表彰

自
治
功
労

●　

笠
置　

久
夫

●　

佐
藤　

克
幸

●　

佐
野　

故
雄

●　

工
藤　

正
勝

●　

利
光
泰
一
郎

●　

安
部　

三
郎

●　

安
部
愼
太
郎

●　

中
村　

健
治　

産
業
功
労

●　

城
内　

泰
司

●　

辛
島
雄
三
郎

●　

有
限
会
社　

鈴
木
養
鶏
場

●　

真
那
井
ト
マ
ト
農
園　

生
産
組
合

●　

有
限
会
社　

日
出
ポ
ー
ク

●　

上
野　
　

貢

観
光
功
労

●　

財
津　

定
行

●　

深
見　

雅
也

●　

深
見
眞
理
子

●　

株
式
会
社　

松
本
商
店

福
祉
功
労

●　

ホ
ン
ダ
太
陽　

株
式
会
社

●　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
　
　
　
　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

教
育
功
労

●　

矢
野　

久
士

●　

藤
田　

政
義

●　

石
尾　

潤
治

●　

新
成
建
設　

株
式
会
社

文
化
体
育
功
労

●　

魚
住　

修
三

●　

堀　
　

義
孝

●　

髙
橋　

英
明

●　

成
清　

康
恵

●　

吉
峰　

章
子

●　

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
保
険
組
合

●　

株
式
会
社　

豊
和
銀
行

地
域
振
興
功
労

●　

二
階
堂
雅
士

●　

酒
井　

公
範

●　

遠
藤　

建
作

●　

鈴
木　

貫
史

●　

株
式
会
社　

日
出
ハ
イ
テ
ッ
ク

●　

株
式
会
社　

日
本
ソ
フ
ト
工
業

●　

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社

●　

谷
口　

道
德

　町制施行 60 周年
　　　　記念講演会

「APU から見える日本の近未来」
立命館アジア太平洋大学　

　　　　　　　　　　是
これなが

永　駿
しゅん

　　学長

　

６
月
４
日
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式

典
の
終
了
後
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
の
是
永
駿
学
長
の
記
念
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

満
席
の
傍
聴
者
の
中
、
是
永
学
長
は
、

「
日
出
町
に
は
歴
史
の
重
み
と
快
適
な
生

活
空
間
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
日
出
町
の
印

象
を
紹
介
。
ま
た
、
学
生
と
日
出
町
と
の

交
流
に
触
れ
、「
人
と
人
と
の
交
流
は
、

心
を
開
い
た
対
話
が
あ
っ
て
、
自
分
か
ら

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
こ

と
は
国
際
的
な
関
係
に
も
通
じ
る
」
と
是

永
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

日
本
の
近
未
来
に
つ
い
て
は
、
日
出
町

が
生
ん
だ
、
脇
蘭
室
先
生
や
帆
足
萬
里
先

生
の
よ
う
に
優
秀
な
学
者
が
持
つ
思
考
力

の
深
さ
・
自
信
を
今
の
日
本
人
は
見
つ
め

直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
学
ぶ
こ
と

で
、
諸
外
国
と

の
関
係
を
良
好

な
も
の
に
し
て

い
く
と
、
講
演

の
中
で
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

過去 10 年間、町政運営に対して、特に功績のあった方に感謝状を贈りました。

（順不同・敬称略）60th
Anniversary

60th
Anniversary
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テーマ 講座の内容 担当課

役場の業務について 各課の業務内容／各種施設について 総務課

自治区について 区の役割について 〃

防災業務について 日出町の防災対策について 〃

選挙制度について 選挙制度について 〃

消費者問題について 訪問販売や悪徳商法等について 〃

町有財産について 普通財産と行政財産／土地の払い下げ手続き 財政課

町の財政について 町の現状／予算の仕組み／今後の財政計画 〃

事務事業評価について 事業の改善・改革の取り組みについて 政策推進課

町の主要施策について 日出町総合計画／協働のまちづくり／地域公共交通について 〃

公共工事の契約や検査について 公共工事の契約や検査について 契約検査室

住民税の仕組み 住民税とは／課税の仕組み 税務課

固定資産税の仕組み 土地、家屋に対する課税の仕組み 〃

農業所得決算書作成 申告方法／収支計算書の書き方 〃

国民健康保険税の仕組み 国民健康保険税について／課税の仕組み 〃

戸籍制度と各種届出 戸籍制度の解説と各種届出の諸注意 住民課

人権基礎講座 同和問題をはじめとする人権問題の歴史と取り組みについて 〃

障がい者支援 障害者自立支援法のサービス内容／利用者負担／その他のサービ
スについて 福祉対策課

町政ふれあい講座
　町の施策や課題について、話を聞いてみませんか
　町民の皆さんのもとに担当課長等が伺い、町の施策や課題などについて説明を行う、「ふれあ
い講座」を行っています。協働のまちづくりを進めていくことを目的に実施していますので、次
の一覧表からご希望の講座と開催日時、場所を指定してお申し込みください。

　■申込条件	 ○ 10人以上の集まりが対象となります。

	 ○ �開催希望日の１ヶ月前までに申請してください。
　　　　　　　　　　 （開催日は町の行事等の都合により、調整させていただくことがあります）
	 ○ 会場等の準備は、申請者側でお願いします。
　　　　　　　　＊陳情・苦情等を目的とする場合、政治・営利・宗教活動を目的とする場合は該当しません。
　■申　　込　�　�政策推進課広報広聴係に備え付けの申請書を提出してください。
　　　　　　　　申請書は、町ホームページからもダウンロードできます。
　■問  合  先　   政策推進課広報広聴係　☎ 73-3116　ホームページ http://www.town.hiji.oita.jp

ひらかれた町政を進め、協働のまちづくりへ
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テーマ 講座の内容 担当課

子育て支援 各種手当／保育園／医療費助成／児童館／児童クラブ／予防接種
／子どもの健康 福祉対策課

要援護者対策 要援護者とは／地域における助けあい 〃

健康増進事業について 特定健康診査／がん検診の話 健康増進課

介護予防について 介護予防の話 〃

ゴミの減量化について ゴミの分別／減量化 生活環境課

地球温暖化防止について エコライフの紹介 〃

日出町の観光振興について 観光振興施策について 商工観光課

農地制度の基礎知識 農地の賃借・転用について 農業委員会

有害鳥獣被害対策について 駆除と自己防衛／補助金制度 農林水産課

地籍調査について 地籍の調査・利活用について 〃

道路整備について 町の道路の状況／主要事業の概要／道路の維持管理について 都市建設課

公園について 町内の公園のすがた／管理・整備計画 〃

上水道について 上水道の仕組／施設とその管理・家庭内の管理／企業経営のあり
方 上下水道課

下水道について 下水道の仕組／施設とその管理・家庭内の管理／自然流下である
ための経営のあり方 〃

教育委員会の活動について 教育委員会の組織／構成／役割／業務等 教育総務課

教育施設の充実 学校施設の整備／教育環境の整備 〃

教育委員会の指導方針 幼稚園・学校教育の指導方針 学校教育課

文化財について 町内の文化財の紹介／文化財の種類と価値 生涯学習課

社会教育について 社会教育の現状と課題について 〃

スポーツ振興について 総合型地域スポーツクラブの趣旨と地域スポーツの推進について 〃

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
生
活
の
な
か
で

抱
え
て
い
る
悩
み
や
困
り
ご
と
、
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、
解
決
に
む
け
た

助
言
等
を
行
い
ま
す
。

（
例
）�

消
費
者
相
談
、
金
銭
問
題
、
借
地
・

借
家
問
題
、
環
境
問
題
、
離
婚
、
相
続

問
題
、
親
子
関
係
、
家
庭
問
題
、
健
康
・

福
祉
相
談

■開室時間

　8時 30 分～ 17 時

　（土・日・祝日・年末年始を除く）

■場所

　役場新館 1階　何でも相談室

■連絡先　☎ 73-3118（直通）

＊�法律相談等、町で対応できない相

談に関しては、専門機関を紹介い

たします。

ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
は

何
で
も
相
談
室
へ
ど
う
ぞ
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今夏における節電へのご協力のお願い
九州電力㈱より、今夏における節電への協力依頼がありました。下記の期間・時間帯は、生活や健康、
生産・経済活動に支障のない範囲で、可能な限り節電にご協力ください。

　　　
　■期　間　7月1日（火）～9月30日（火）の平日※8/13（水）〜8/15（金）を除きます。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　■時間帯　9 時～ 20 時
　　○エアコンなどの控え過ぎによる体調不良にお気をつけください。
　　○屋内でも熱中症などにかかることがあります。室温管理・水分補給に十分ご留意ください。
　　○その他、衛生面および安全面・防犯面で不適切なものとならないようにご注意ください。

■問合先　九州電力別府営業所　☎ 0120-986-503

藤
ヶ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働

　

日
出
町
と
別
府
・
杵
築
両
市
で

構
成
す
る
別
杵
速
見
地
域
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
（
管
理
者
・
浜

田
別
府
市
長
）
の
藤
ヶ
谷
清
掃
セ

ン
タ
ー
更
新
事
業
で
新
施
設
が
完

成
し
、
引
渡
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
、
関
係
者
約
60
名
が

出
席
。
来
賓
祝
辞
や
工
事
経
過
報

告
の
あ
と
、
引
渡
セ
レ
モ
ニ
ー
と

し
て
、
工
事
を
請
け
負
っ
た
日
立

造
船
㈱
の
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
古
川
実
氏
よ
り
、
運
転

キ
ー
の
レ
プ
リ
カ
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

老
朽
化
に
よ
り
36
年
ぶ
り
に
更

新
さ
れ
た
新
施
設
は
、
焼
却
炉
２

炉
を
備
え
、
一
日
に
２
３
５
ト
ン

の
ご
み
が
処
理
さ
れ
ま
す
。
同
時

に
焼
却
過
程
で
発
生
す
る
蒸
気
を

利
用
し
て
発
電
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み

の
な
か
か
ら
鉄
や
ア
ル
ミ
資
源
を

選
別
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
も
造

ら
れ
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
・
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

　

浜
田
管
理
者
は
、「
環
境
保
全
と

循
環
型
社
会
に
貢
献
す
る
先
端
技
術

を
取
り
入
れ
た
設
備
。
今
後
も
循
環

型
社
会
構
築
の
基
本
で
あ
る
３
Ｒ

（
ご
み
を
減
ら
す
・
再
使
用
す
る
・

再
生
利
用
す
る
）
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
ご
み
の
分
別
等
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
圏
域
内

の
18
万
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。レプリカキーを受け取る、（左から）工藤町長、浜田別府

市長、永松杵築市長と日立造船㈱の古川会長

手前が新施設、奥に見える煙突が旧施設。来年 3月末まで旧施設の解体・外構工事が行われる
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 TOWN　TOPICS　                                                 
    　 まちの話題  　5～ 6月
　日出町 facebook　　　　　　
　パソコンでも身近な情報が満載
  https://www.facebook.com/hijimachi　　　　
　

　

５
月
25
日
、
県
指
定
の
天
然
記
念
物

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
開
花
時
期
に
合
わ

せ
て
、「
経
き
ょ
う

塚づ
か

山
と
七な
な

ツつ

石い
し

山や
ま

新
緑
ハ

イ
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
60
名
が

参
加
し
、豊
岡
小
学
校
を
出
発
。
途
中
、

山
田
湧
水
で
喉
を
潤
し
た
あ
と
、
経
塚

山
頂
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
、
群
生
す
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
を
眺
め
な
が
ら
、
お
弁
当
を
広
げ

た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、
参
加

者
た
ち
は
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た
、
藤

原
小
２
年
の
田
嶋
理り
ひ
と人
く
ん
は
、
水
筒

に
汲
ん
だ
山
田
湧
水
の
水
を
飲
ん
で
、

「
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　

５
月
19
日
、
大
神
・
真
那
井
幼
稚
園

の
園
児
16
名
が
、
大
神
に
あ
る
岩
城
農

園
で
、
い
ち
ご
狩
り
体
験
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
園
主
の
岩い
わ
き城

保た
も
つさ

ん

の
ご
厚
意
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
も
、
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ

ぎ
で
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
を
摘
ん
で
は
、
そ
の
ま
ま
食

べ
た
り
、
お
土
産
用
の
袋
に
入
れ
た

り
。「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
採
れ
た
よ
」

と
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
袋
を
見
せ
て

く
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

甘
い
い
ち
ご
で
お
腹
は
い
っ
ぱ
い
。

家
族
へ
の
お
土
産
も
で
き
て
、
園
児
た

ち
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

「このいちご、きっと甘いよー」と見せてくれる園児

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
き
れ
い
で
し
た

新
緑
ハ
イ
キ
ン
グ

自
分
で
摘
ん
だ
い
ち
ご
の
味
は
格
別

幼
稚
園
児
い
ち
ご
狩
り
体
験

登山道を登りきれば、群生したミヤマキリシマが辺
り一面に広がる

山頂での田嶋さん父子

　

６
月
５
日
、
町
内
で
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
さ
れ
、
杵
築
速
見
消
防
組
合

や
陸
上
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
９
団
体

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
老
朽
溜
池
な
ど
25
の
危
険

予
想
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
日
は
３
箇
所

の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
と
１
箇
所

の
老
朽
溜
池
、
そ
し
て
津
波
浸
水
区
域

の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
検
討
会
で
は
、
危
険

箇
所
の
情
報
共
有
化
や
防
災
マ
ッ
プ
の

充
実
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、「
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
対
策
が
で
き
る
」「
い
ざ

と
な
っ
た
時
の
体
制
づ
く
り
が
迅
速
に

な
る
」
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
て
い

ま
し
た
。

梅
雨
を
前
に
対
策
強
化

日
出
町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

真那井観音の急傾斜地を視察
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青
少
年
た
ち
に
宇
宙
を
身
近
に
感

じ
、
科
学
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
活
動
す
る
、
日
本
宇
宙
少
年
団

(

Ｙヤ

ッ

ク

Ａ
Ｃ)

の
「
大
分
テ
ク
ノ
分
団
」

が
設
立
さ
れ
、
６
月
１
日
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
結
団
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
団
は
、
小
学
生
～
高
校
生
の
団
員

17
名
と
指
導
員
の
計
27
名
で
発
足
。

　

今
後
、
団
員
た
ち
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
や

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
な
ど
の
科
学
教
室

の
ほ
か
、
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、
楽

し
く
科
学
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

安
東
三
郎
分
団
長
は
、「
活
動
を
通

じ
て
日
出
町
を
活
気
づ
け
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

花
を
育
て
て
、
優
し
い
心
を
育
む

「
人
権
の
花
運
動
」
藤
原
小
学
校

　

町
内
の
空
手
道
場
「
楓
門
塾
」（
渡

辺
博
英
塾
長
）
に
通
う
子
ど
も
た
ち

が
、
８
月
に
宮
城
県
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
に
臨
む
の
は
、
町
内
の
小
・
中

学
生
、
加
藤
椋り
ょ
う
わ航

君
（
中
１
）、
福
永

涼り
ょ
う君

（
小
６
）、鷹
橋
一い
ち
ご護

君
（
小
５
）、

加
藤
絢げ
ん
と士

君（
小
５
）、早
水
翔し
ょ
う
や也

君（
小

４
）、
福
永
雅ま
さ
や哉

君
（
小
３
）
の
６
名
。

　

５
月
22
日
、
６
名
は
役
場
で
町
長
に

激
励
さ
れ
、
最
年
長
の
加
藤
椋
航
く
ん

が
、「
全
国
の
強
い
選
手
と
の
試
合
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
渡

辺
塾
長
は
「
大
き
な
大
会
で
緊
張
す
る

と
思
う
が
、
今
持
っ
て
い
る
力
を
出
し

切
っ
て
欲
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
し

た
。　

前列左から）鷹橋君、早水君、加藤 ( 椋 ) 君、福永涼君、
加藤 ( 絢 ) 君、福永 ( 雅 ) 君。加藤君と福永君は兄弟で出場

空
手
道
場
「
楓ふ
う
も
ん門
塾
」

塾
生
６
名
が
全
国
大
会
へ

科
学
の
好
き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

「
大
分
テ
ク
ノ
分
団
」
結
団
式

　

平
成
26
年
度
「
人
権
の
花
運
動
」
実

施
校
に
指
定
さ
れ
た
藤
原
小
学
校
で
、

６
月
５
日
、
指
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

児
童
は
今
後
１
年
間
、
花
を
育
て
な

が
ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
心

や
、
周
り
の
人
と
協
力
し
て
、
お
互
い

に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
育
む
た
め
の
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
心
の
中
に
咲
く
優
し
い
花
も
育
て
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
人
権
擁
護
委
員
か

ら
の
言
葉
を
受
け
、
児
童
会
長
の
尾
方

杏き
ょ
う
か果

さ
ん
は
、
６
年
生
が
考
え
て
決
め

た
標
語
「
育
て
よ
う 

咲
か
せ
よ
う 

人

権
の
花
」
を
紹
介
し
「
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

日本宇宙少年団のブルースーツをまとって記念撮影

大分県の人権啓発イメージキャラクター
「こころちゃん」の紹介に耳を傾ける子どもたち

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

１
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
‼

「
か
き
氷
の
早
食
い
大
会
」

　

優
勝
者
に
は
景
品
あ
り
。

　

�

参
加
無
料
。
当
日
会
場
に

て
受
付
し
ま
す
。

　

受
付　

①
９
時
～
②
10
時
～

Ｋトラ市では、旬の野菜や果物をはじめ、こ
こでしか手に入らない品物をたくさん用意し
ています。みなさん、ぜひお越しください。
出店者の募集も随時行っています。

　■日　時　7 月 13 日（日）　8 時～ 12 時
　■場　所　町中央公民館第 2 駐車場
　■問合先　日出町商工会　☎ 72-2232

～Ｋトラ市は毎月第２日曜日に開催～

昨年の大会の様子
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内
野
区
に
敬
弔
旗

 

笠
置
久
夫
・
前
町
議
が
寄
贈

　

川
崎
内
野
区
の
敬
弔
旗
が
完
成
し
、

５
月
24
日
、
同
自
治
公
民
館
で
贈
呈
式

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
46
年
か
ら
今
年
３
月

ま
で
の
11
期
・
40
年
間
、
日
出
町
議
を

務
め
た
笠
置
久
夫
さ
ん
が
、
退
任
を
機

に
地
元
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

内
野
区
は
、
町
内
自
治
区
で
最
も
人

口
が
多
く
、
世
帯
数
は
７
５
０
を
超

え
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
も
２
０
０
人

以
上
い
ま
す
。
以
前
よ
り
、「
区
独
自

の
敬
弔
旗
が
欲
し
い
」
と
地
区
住
民
か

ら
要
望
が
出
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

手
嶋
区
長
は
「
笠
置
さ
ん
の
ご
厚
意

に
感
謝
し
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

贈呈式に集まった地区役員ほか 16 名で記念撮影
（前列中央が笠置さん、左は寄贈された敬弔旗）

　

真
那
井
桜
川
ホ
タ
ル
祭
り
が
、
６
月

１
日
、
真
那
井
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
が
並
ぶ

会
場
で
は
、
ホ
タ
ル
観
賞
を
前
に
、
和

太
鼓
や
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
披
露
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ホ
ン
ダ
太
陽
（
株
）
が
開
い
た
「
段

ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
で
は
、
約
30

名
の
参
加
者
が
、
段
ボ
ー
ル
と
ボ
ン
ド

で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
坂
本
遥は
る
かさ

ん
（
大
神
小
１
）
は
、
出
来
上
が
っ
た

作
品
を
手
に
「
工
作
が
好
き
な
の
で
楽

し
か
っ
た
」
と
満
足
気
で
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
ホ
タ
ル
観
賞
に

は
、
数
日
前
に
約
５
０
０
匹
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪

れ
、
初
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
も
体
験

真
那
井
桜
川
ホ
タ
ル
祭
り
で

日
出
の
方
言
を
大
切
に

本
田
幸
雄
さ
ん
が
方
言
集
出
版

　

司
法
書
士
で
土
地
家
屋
調
査
士
の
本

田
幸
雄
さ
ん
（
90
）
が
、
５
月
に
方
言

集
「
豊
後
日
出
藩
方
言
考
」
を
出
版
し

ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
本
田
さ
ん
が
役
場
を
訪

ね
、
署
名
入
り
の
著
書
を
町
長
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
Ａ
５
版
サ
イ
ズ
で

２
５
７
ペ
ー
ジ
、
１
１
１
１
個
の
方
言

が
50
音
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

意
味
や
用
例
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
お

り
、
読
ん
で
、
調
べ
て
楽
し
い
、
分
か

り
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
版
の
１
０
０
０
部
は
、「
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
差
し
上
げ
た
い
。
た

く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

本
は
、
萬
里
図
書
館
に
も
寄
贈
さ

れ
、
現
在
、
貸
出
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

著書を手にする本田さん（右）と町長

夏
！
旬
の
味
覚
を
味
わ
っ
て

第
３
回
ハ
モ
祭
り

　

日
出
産
ハ
モ
を
町
民
の
方
々
に
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ
た
ハ
モ
祭

り
も
、
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
出
漁
師
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
、
串
揚
げ
の
「
ハ
モ
ッ
テ
ィ
」
や

鮮
魚
捌さ
ば

き
所
で
食
べ
や
す
く
加
工
し
た

ハ
モ
の
切
り
身
の
販
売
の
ほ
か
、
様
々

な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
日
出
町
の
名
産
と
し
て
定
着

し
て
き
た
「
日
出
の
鱧は
も

」。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

■
日
時　

７
月
20
日
（
日
）
10
時
～

　
　

※
販
売
物
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

　

■
場
所　

大
神
漁
港
内
魚
市
場

　

■
問
合
先　

県
漁
協
日
出
支
店

　
　

☎
72-

２
０
５
１

昨年のハモ祭りの様子

自分で作ったロボットとお母さんと一緒に
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国
民
年
金
保
険
料

　

納
付
免
除
・
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

本
人
お
よ
び
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

　

現
在
、
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
引

き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
７

月
以
降
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係

　

☎
73-

３
１
２
２

　

小
学
校
入
学
に
向
け
た

　

教
育
相
談
会

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
や
発
達
段
階
に

不
安
の
あ
る
児
童
の
小
学
校
入
学
に
向

け
た
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
個
別
に
実
施
し
ま

す
。

■�

時
期　

９
月
下
旬
を
予
定

　
（
具
体
的
な
日
程
は
相
談
に
よ
る
）

■
場
所　

日
出
町
中
央
公
民
館

■�

対
象
者　

来
年
度
小
学
校
入
学
予
定

で
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
や
発
達
段

職種 幼稚園臨時教員 特別支援員 校務員

募集期間 登録制のため随時

勤務場所 日出町内の各町立幼稚園、小・中学校

職務内容 　幼稚園での保育業務
　�学校（園）生活に特別な支
援が必要と認める園児・児
童・生徒に対する支援

　�学校における環境整備、学
校事務補助、文書の配送等
の用務

雇用期間 原則６ヶ月以内（最長１年間）

勤務時間 週 5日、1日 7時間 45 分
　�週 5日、年間 1230 時間以
内 ( 行事等により土・日等
の勤務あり）

週 5日、1日 7時間 45 分

応募資格
 　�幼稚園の教員免許状を有 し
ている方

　�資格不要、特別支援教育に
理解がある方

　資格不要

賃金等 日給　7,400 円 時給　1,050 円 日給  6,200 円

申込方法
　�写真を添付した履歴書に必要事項を記入のうえ、日出町教育委員会教育総務課まで提出し

てください（郵送も可能です）。※履歴書には必ず希望する職種を記載してください。

提出・問合先

〒 879-1506　大分県速見郡日出町 3891 番地 2

日出町教育委員会教育総務課

☎ 73-3157

町立幼稚園・小中学校臨時職員の登録者募集
　職員の病気や育児休業等、代替職員が必要になった場合に備え、事前登録者を募集します。

　任用の必要が生じたときに登録者の中から面接等を経て仕事をお願いするものです。 

　ただし、登録は採用を約束したものではありませんので、待機中の求職活動等に制限はありません。 
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空
き
店
舗
助
成
事
業

　　

日
出
町
堀
か
ら
八
日
市
に
至
る
中
心

商
店
街
の
空
き
店
舗
等
を
利
用
し
て
、

新
た
に
出
店
す
る
方
に
対
し
て
、
必
要

な
資
金
の
一
部
を
補
助
す
る
「
日
出
町

空
き
店
舗
助
成
事
業
」
の
対
象
者
を
公

募
し
て
い
ま
す
。

■�

参
加
表
明
書
・
企
画
提
案
書
の
受
付

期
限　

８
月
１
日
（
金
）

�
■
審
査

　
�

企
画
提
案
書
等
の
書
類
審
査
、
二
次

審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
等

を
経
て
、
補
助
対
象
者
が
選
定
さ
れ

ま
す
。（
予
定
１
件
）

　

�

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
先　

商
工
観
光
課　

　

☎
73-

３
１
５
８

　

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
【
町
営
・
仁
王
住
宅
】　

１
戸

　

所
在
地　

日
出
町
９
７
０
番
地

　

構　

造　

中
層
耐
火
構
造

　

家
賃

　

１
万
５
８
０
０
円
～
２
万
３
６
０
０
円

　

駐
車
場　

１
台
の
み
（
無
料
）

※�

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
完
備
。
下
水
道

設
備
有
。

一生に一度の成人式

自分たちの手で企画しませんか？
平成２7年日出町成人式を企画・運営するスタッフを募集します。

新成人の方は、ふるってご参加ください。

【申込締切】７月 31日（木）

【申込・問合先】成人式実行委員会事務局

【事務局】　日出町教育委員会　生涯学習課（中央公民館内）

　　　　　☎ 73-3156 旧友との再会を喜び、記念撮影す
る新成人（今年 1月の成人式）

階
に
不
安
の
あ
る
児
童
の
保
護
者
ま

た
は
関
係
者

■�

相
談
員　

県
教
育
委
員
会
お
よ
び
町

教
育
委
員
会
指
導
主
事

■
申
込
期
限　

８
月
15
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
73-

３
１
７
１

　

小
規
模
ハ
ウ
ス
設
置
補
助
金

　

直
売
所
等
で
農
作
物
を
販
売
し
て
い

る
農
業
者
の
団
体
に
、
ハ
ウ
ス
資
材
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

　

�

単
棟
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
資
材
費
用

(

１
０
０
㎡
～
２
０
０
㎡)

■
条
件　

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
団
体

○�

農
業
者
３
戸
以
上
で
構
成
さ
れ
る
農

業
者
団
体(

代
表
者
、
規
約
等
が
必

要
と
な
り
ま
す)

○
町
内
在
住
者

○
町
税
を
完
納
し
て
い
る

■
補
助
金

　

�

総
事
業
費
の
４
分
の
１
以
内(

上
限

７
万
５
０
０
０
円
／
１
０
０
㎡)

■
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先　

農
林
水
産
課

　

☎
73-

３
１
２
７

②
【
町
営
・
藤
原
住
宅
】　

１
戸

　

所
在
地　

大
字
藤
原
４
５
９
番
地
１

　

構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

　

家　

賃

　

９
６
０
０
円
～
１
万
４
２
０
０
円

　

駐
車
場　

１
台
の
み
（
無
料
）

※�

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負
担
。

　

ト
イ
レ
は
、
汲
取
り
式
。

■
募
集
期
間　
　

　

７
月
１
日(

火)

～
７
月
18
日(

金)

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

　

�

た
だ
し
、
県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
①

の
条
件
は
除
き
ま
す
。

①�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま
た
は
勤

務
先
が
町
内
に
あ
る
こ
と

②�

入
居
者
の
合
算
所
得
が
年
額

１
８
９
万
６
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

こ
と

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
入
居
者
名
義
の
持
家
が
な
い
こ
と

⑤�

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
な
い
こ
と

⑥
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑦
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

■
抽
選
日
時
・
場
所

　

７
月
24
日(

木)　

10
時

　

役
場
旧
館
３
階　

大
会
議
室

■
申
込
・
問
合
先

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

☎
73-

３
１
７
２
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そ の  87

日出町長　工藤　義見

功
績
者
に
謝
し
て
有
効
活
用
を
図
る

　

前
号
で
成
清
家
の
初
代
博ひ
ろ
え愛

氏
、
２
代

信の
ぶ
え愛

氏
な
ど
と
的
山
荘
の
か
か
わ
り
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
こ
の
欄
で
は
町
へ
の
移
譲
に

至
る
経
過
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
記
す
こ
と

に
し
ま
す
。

　

的
山
荘
の
購
入
に
お
い
て
の
課
題
は
負
債

と
抵
当
権
で
し
た
が
、
関
係
す
る
金
融
機
関

は
県
内
に
本
店
を
持
つ
２
機
関
で
、
日
出
町

と
し
て
は
こ
れ
ら
の
機
関
と
如
何
に
調
整
し

て
円
満
解
決
を
し
て
い
く
か
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
再
三
に
わ
た
り
大
分
市
の
本
店

に
出
向
き
、
解
決
に
向
け
折
衝
を
繰
り
返
し

ま
し
た
が
、
何
れ
の
金
融
機
関
も
従
来
の
経

過
か
ら
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
決
定

ま
で
に
相
当
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
終
的
に
は
日
出
町
の
要
望
に
沿
っ
た

代
表
者
の
最
終
判
断
が
出
さ
れ
、
初
め
て
話

し
合
い
は
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
人
を
介
し
て
的
山
荘
の
所
有
者
、

相
続
者
等
と
の
話
し
合
い
も
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
権
利
者
間
の
考
え
の
違
い
も

あ
り
、す
ぐ
に
は
結
論
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

話
し
合
い
が
進
む
中
で
互
い
の
理
解
も
得
ら

れ
、譲
渡
の
方
向
で
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
金
融
機
関
、
成
清
家
関
係
者
と

の
調
整
も
整
い
ま
し
た
の
で
、
す
べ
て
の
関

係
者
の
一
致
、
了
解
の
も
と
に
債
権
債
務
を

す
べ
て
解
消
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
出
町
は

１
億
２
５
０
０
万
円
を
拠
出
し
て
買
収
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
得
資
金
を
予

算
化
し
て
の
議
会
予
算
提
案
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
町
財
政
の
厳
し
い
中
で

の
当
該
物
件
の
購
入
で
も
あ
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
予
算
支
出
を
極
力
少
な
く
す
る
た

め
、
平
成
20
年
11
月
に
成
清
記
念
邸
的
山
荘

保
存
会
を
立
上
げ
、
寄
付
金
の
募
集
を
始
め

ま
し
た
。

　

文
化
的
遺
産
を
守
り
た
い
と
の
多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力
、
特
に
２
人
の
方
か
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
万
円
の
大
口
寄
付
も
あ
り
、
寄

附
金
総
額
は
２
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
ま

た
、
県
の
予
算
的
配
慮
も
い
た
だ
い
て
一
応

購
入
資
金
確
保
の
目
途
も
立
ち
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
約
３
６
０
０
坪
、
建
坪
約

２
４
７
坪
、
当
時
の
土
地
等
の
時
価
相
場
で

考
え
ま
す
と
相
当
に
安
い
金
額
で
の
買
い
取

り
と
な
り
ま
し
た
。
土
地
は
安
価
な
金
額
の

う
え
に
、
さ
ら
に
建
物
、
付
属
品
は
贈
与
と

い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
成
清
家
の
中
心
的
存
在
で
料
亭
の

女
将
を
さ
れ
た
吉
峰
章
子(

旧
姓
成
清
・
横

浜
市
在
住)

氏
は
、
日
出
町
の
所
有
に
よ
り
、

由
緒
あ
る
的
山
荘
を
何
と
か
後
世
に
残
し
た

い
と
の
熱
い
思
い
か
ら
の
決
断
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
初
に
町
に
的
山
荘
の
買
い
取
り

の
申
し
出
を
さ
れ
た
の
も
吉
峰
様
で
し
た
。

な
お
、
余
談
で
す
が
以
上
の
由
か
ら
こ
の
た

び
の
町
制
施
行
60
周
年
記
念
に
当
た
り
、母
・

成
清
康
恵
（
93
歳
）、
子
・
吉
峰
章
子
の
親

子
両
氏
を
町
政
功
労
者
と
し
て
顕
彰
し
、
謝

意
を
表
し
た
次
第
で
す
。

　
担
当
の
常
任
委
員
会
は
反
対
を
表
明

　

さ
て
的
山
荘
の
購
入
は
種
々
の
複
雑
な
権

利
関
係
が
錯
そ
う
す
る
難
し
い
案
件
で
あ

り
、
ま
た
大
変
重
要
な
事
項
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
20
年
の
半
ば
か
ら
折
々
に
関
係

す
る
議
会
常
任
委
員
会
等
に
状
況
を
報
告
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
21
年
度
４
月
の
年

度
替
わ
り
で
交
代
の
新
委
員
の
皆
さ
ん
に
は

本
件
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
理
解
を
い
た
だ

け
ず
、
購
入
反
対
の
意
見
が
大
勢
で
し
た
。

　

委
員
会
は
文
化
財
保
護
委
員
２
名
を
招
致

し
、購
入
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ま
し
た
が
、

両
氏
は
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
購
入
し
て
後

世
に
残
し
て
ほ
し
い
と
強
く
陳
述
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
平
成
21
年
12
月
議
会
の
担
当
常

任
委
員
会
は
、
や
は
り
的
山
荘
の
購
入
費
用

に
つ
い
て
反
対
を
決
め
、
さ
ら
に
購
入
予
算

減
額
の
修
正
動
議
を
提
出
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

　

種
々
の
経
過
を
た
ど
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
予
算
案
は
本
会
議
の
審
議
で
原
案
ど

お
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
理
解

が
大
切
と
考
え
、
平
成
22
年
２
月
号
「
広
報

ひ
じ
」
で
経
過
、
施
設
内
容
、
町
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
特
集
を
組
み
、紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て
平
成
22

年
３
月
末
に
町
有
財
産
と
し
ま
し
た
。
文
化

的
施
設
で
す
ぐ
に
家
屋
の
改
修
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
、
文
化
財
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
約
１
年
間
を
か
け
て
畳
替
え
、
老

朽
化
し
た
屋
内
の
電
気
配
線
換
え
、
調
理
場

の
改
修
な
ど
を
行
い
、
一
応
の
整
備
を
終
え

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
に
な
っ
て
大
分
市
の
「
㈱

ま
る
ひ
で
」
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
、
５

月
に
関
係
者
を
招
待
し
て
開
業
。
す
で
に
運

営
を
再
開
し
て
３
年
を
経
過
、
こ
れ
ま
で
内

外
の
評
価
も
高
く
、
運
営
も
順
調
で
、
現
在

日
出
町
観
光
の
中
心
的
存
在
。
国
重
要
文
化

財
へ
の
指
定
を
機
に
さ
ら
に
そ
の
役
割
を
果

た
し
、
日
出
町
の
発
展
に
資
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

（　

次
号
に
つ
づ
く　

）
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　浄化槽の適正な維持管理が行われない場合、悪臭や河川などの水質汚濁の原因となり、生活環境の悪化を招

くこととなります。

　このため浄化槽法では、浄化槽を使用されている方（浄化槽管理者）に対し、下記のとおり浄化槽の「保守点検」

「清掃」及び「法定検査」の実施を義務付けています。

①【保守点検】浄化槽装置や機器の点検、消毒薬の補充などをすること
　　　　　　　　　県知事登録業者に委託することができます。

②【 清  　掃 】  浄化槽にたまった汚泥等の引き抜きなどをすること（年１回以上）
　　　　　　　　　市町村の許可業者に委託することができます。

③�【法定検査】�保守点検や清掃がきちんと行われ、

　　　　　　　きれいな水が放流されているかを検査すること（年１回）
　　　　　　　　　指定検査機関 [( 公財 ) 大分県環境管理協会 ] が行います。

�　保守点検の頻度は、浄化槽の種類等によって異なるため、契約されている業者等へご確認ください。

その他ご不明な点がございましたら、東部保健所 衛生課 生活衛生 ･環境班（☎ 67-2513）にご相談く

ださい。

そのニオイ、気づかないうちに近所迷惑になっていることも・・・

　ご存知ですか？「浄化槽法定検査」

体
力
向
上
へ
向
け
て
の
取
組

　

教
育
委
員
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
の「
健

康
・
体
力
づ
く
り
の
推
進
」
を
平
成
26
年

度
の
重
点
目
標
の
１
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
の
小
・
中
学
生
の
体
力
の
現
状

を
県
の
平
均
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
握

力
」「
柔
軟
性
」
が
高
く
、「
50
ｍ
走
」「
ボ
ー

ル
投
げ
」
は
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
１
日
の
ス
ポ
ー
ツ
時
間
が
30

分
未
満
」
の
子
ど
も
の
割
合
が
、「
小
学

生
で
男
子
16
％
、
女
子
28
％
」「
中
学
生

で
男
子
７
％
、
女
子
30
％
」
と
、
運
動
不

足
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
平
成
25
年
度
の

全
国
体
力
・
運
動
能
力
調
査
結
果
）。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
１
日
60
分
以
上
の
運
動
・
身
体
活
動

  

体
育
の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
休
み
時

間
の
外
遊
び
や
学
校
独
自
の
取
組
、
部
活

動
の
ほ
か
、
登
下
校
の
徒
歩
や
自
転
車
通

学
な
ど
、
体
を
動
か
す
活
動
の
す
べ
て
を

合
わ
せ
て
、
１
日
60
分
以
上
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

○�

「
一
校
一
実
践
」
の
取
組

　

日
常
の
生
活
や
体
育
の
授
業
に
取
り
入

れ
る
た
め
の
運
動
環
境
の
整
備
、
な
わ
と

び
を
中
心
と
し
た
体
力
づ
く
り
に
励
む
な

ど
、
各
校
の
実
態
に
よ
り
計
画
し
、
学
校

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
体
育
専
科
教
員
の
活
用

　

体
育
専
科
教
員
が
、
曜
日
ご
と
に
各
小

学
校
を
訪
問
し
て
、
担
任
と
と
も
に
体
育

授
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
食
育
の
推
進

　

栄
養
教
諭
が
町
内
各
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
を
訪
問
し
、
担
任
と
一
緒
に
授
業
を

し
た
り
、
集
会
な
ど
で
講
演
を
し
た
り
し

て
、「
食
」
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
意

識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○�

「
10
（
11
）
―
７
―
１
運
動
」
の
推
進

　

小
学
生
は
夜
10
時
、
中
学
生
は
夜
11
時

ま
で
に
就
寝
し
、
朝
７
時
ま
で
に
起
床
。

朝
食
を
ご
は
ん
１
杯
（
食
パ
ン
１
枚
）
食

べ
る
と
い
う
内
容
で
、「
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
」
を
具
体
化
し
た
運
動
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
５
年
前
か
ら
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
学

力
向
上
・
体
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す

が
、家
庭
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
是
非
、

家
庭
で
も
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
、
学
校

と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
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7月の休日当番医
　健康増進課　☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時

＊��町報発行後に休日当番医が変更に

なる場合があります。各医療機関

や健康増進課にご確認ください。

7月の休日当番医

	6日	 真那井診療所	 72-5270

13日	 日出児玉病院	 72-2724

20日	 鈴木病院	 73-2131

21日	 ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266

27日	 大石内科医院	 72-2121

8月の休日当番医

	3日	 岡田内科ｸﾘﾆｯｸ	 28-0101

10日	 日出中央医院	 72-2534

17日	 日出児玉病院	 72-2724

24日	 八重眼科医院	 73-1221

31日	 鈴木病院	 73-2131

　身体障がい・知的障がいに関する
制度の手続きや、日ごろの疑問など、
何でも気軽にご相談ください。町か
ら委嘱された障がい者相談員がお受
けします。予約不要です。

日時　7月 23 日（水）
　　　14 時～ 15 時 30 分

場所　役場新館 3階 332 会議室
※�障がい者駐車区画が地下駐車場に 2
台分あります。地下から 3 階まで
はエレベーターをご利用ください。

■問合先　　福祉対策課障害福祉係
　　　　　　☎ 73-3126

国民健康保険高齢受給者証が
　名刺サイズに変わります

～取扱い上の注意～

○�名刺サイズと小さくなりますので紛失には十分ご注意いただき、大切に保管
してください。
○�国民健康保険高齢受給者証は、台紙に貼り付けて送付しますのでお手元に届
きましたら台紙からはがしてご使用ください。

■問合先　健康増進課国保医療係　☎ 73-3133

　平成 26 年 8 月の更

新分より、国民健康保

険高齢受給者証の様式

が変わり、現行のハガ

キサイズから、携帯に

便利な名刺サイズとな

ります。

70 歳以上の国保加入者の方にお知らせ

座講 案 内

　妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中の過ごし方やお産についてのお話、調

理実習を行います。赤ちゃんの健やかな成長を願って、この教室で楽しく勉

強しましょう。他の妊婦さんとも交流を持つ良い機会にもなりますので、ぜ

ひご参加ください。＊楽な服装でお越しください。

■場所　保健福祉センター　母子保健室

内　容 日　時 申込期限 持ってくるもの

①
「妊娠・授乳期の食事」

・管理栄養士によるお話
・調理実習

8月 6日（水）
　10 時～
　12 時 30 分

7月 29 日（火）

・母子健康手帳
・筆記用具
①の時は、
上記のほかに
・エプロン
・三角巾
・ハンドタオル
が必要です。

②
「お産について」

・お産のしくみのお話
・おっぱいのお話

8月 20 日（水）
　10 時～ 12 時

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73-3121

お母さん教室を開催します

～見 本～

身体障がい者・知的障がい者相談会
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日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～２歳）
　�1日･15日･22日・29日(火)10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
   11日（金）・25日（金）10時45分～11時45分
●�くらげをつくろう（0歳～就学前）
　7日（月）11時～
●ふうりんをつくろう（0歳～就学前）
　8日（火）10時～（中央公民館）
●2・3才ｸﾗｽ　いっしょにあそぼ！
　10日（木）11時～
●お誕生日会（0歳～就学前）
　14日（月）11時～
●�野菜のスタンプであそぼう（0歳～就学前）
　17日（木）11時～
●�ネックレスをつくろう（0歳～就学前）
　24日（木）11時～
●�親子サマーコンサート（0歳～就学前）
　8月1日（金）11時～

日出町児童館	 ☎85‐8820

●�親子ﾘﾄﾐｯｸ教室（乳幼児・要申込・要
ボール）1日（火）11時～12時
●�たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　18日（金）11時15分～11時45分
●�たくさんのつみきであそぼう！（乳幼
児・要申込）23日（水）10時30分～12時
●�たくさんのつみきであそぼう！（学童・
要申込）23日（水）13時30分～15時
●�スポーツチャンバラにチャレンジ！（学童・
要申込）31日（木）13時30分～15時30分

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●�わくわく保育園(H20.4月生～H22.3
月生・昼食代一組400円・要申込)
　4日（金）10時15分～
●�七夕まつり・そうめん流し
　5日（土）10時30分～13時
●ハッピータイム（乳幼児親子）
　7日(月)10時30分～
●�エアロビクス（お母さん向け＊乳幼児　
から一緒に参加可能・要申込・600円）
　7日(月)･14日(月)13時30分～
●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）
　11日（金）10時30分～
●巡回児童館（あつまれ！ちびっこ）　
　18日（金）10時30分～（中央公民館）
●うちわを作ろう！
　21日（月）   10時～ 
●�みんなで誕生日パーティー！
 （乳幼児親子・要申込・200円）
　31日（木）10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児　 2・9・16日（水）
　　　2歳児　  3・10・17日（木）
　3～5歳児     1・8・15日（火）

　平成 26 年度の保険料が決定いたしましたので、７月中旬に決定通

知書をお送りします。

　保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧くだ

さい。「特別徴収額」の欄に保険料が記入されている場合は、年金か

ら差し引かれます。「普通徴収額」の欄に記入されている場合は、納

付書で納めていただきます。ただし、口座振替申請をされている方は、

納期限の日に通知書に記載している金融機関から振り替えさせていた

だきますので、手続きは必要ありません。

内案ご

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

■ 7月中旬に新しい保険証を送付します
・現在の桃色の保険証は、７月末で有効期限が切れます。

・８月 1日（金）以降は新しい黄色の保険証を使ってください。

・保険証は上記の保険料額決定通知書とは別に送付します。

・�「一部負担金の割合」は、平成 25年中の所得に基づいて判定されています。

■�平成２6年度限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付
　現在発行している減額認定証は、7月 31日（木）で有効期限が切れます。

　８月以降も必要な方は、再度申請してください。

<対象となる方 >　平成 26年度住民税非課税世帯の方

<申請に必要なもの >�①保険証②印鑑③過去１年間に９０日を超える入院が

あれば、入院日数が分かる証明書（領収書等）

■問合先　健康増進課国保医療係　☎ 73-3133

【非自発的失業者の保険料の減免について】
　非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合があり
ますので、お問い合わせください。

【申込条件】保護者が就労などで、日中児童を保育出来ないこと

【実施施設】①クローバー保育園（藤原幼稚園近く）

　　　　　　　定員 10名程度　☎ 72 － 7607
　　　　　  ②うの福祉サービス（日出幼稚園近く）

　　　　　　　定員 20名程度　☎ 72 － 1459
【利用期間】夏休み・冬休み・春休みの長期休暇期間

　　　　　  平日 8時から 18 時まで（土曜日・日曜日・祝日を除く）

【利用料金】夏休み 15,000 円・冬休み 7,500 円・春休み 7,500 円

 ※定員になり次第募集を終了しますので、ご了承ください。

内案ご

長期休暇中の児童クラブ利用者募集
　夏休みや冬休みなどの間、お子さんを預けたい方の児童クラブで

す。申し込みは、各施設で行ってください。

1617



定 期 相 談 図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　７２－２８５１　

     7日・14日・21日・28日

　■ブーフーウーによる読み聞かせ
　　○日時　7月 12日（土）　10時 30分～ 11時 30分
　　　　　　0歳～ 3歳向け
　　○日時　7月 26日（土）　10時～ 11時 30分
　　　　　　4歳～小学校低学年向け
　■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ
　　○日時　7月 25日（金）　 11 時～ 11時 30分
　　　　　　0歳～ 5歳くらいまで

7 月の休館日

『常夜』　　
石川 緑：著　KADOKAWA：刊
　旧家や辺鄙な土地を訪れる機
会のある学芸員の私は、そうし
た場所で見聞きした話をまとめ
るよう野々宮先生から勧められ
た。漁師町で異様な虫に寄生さ
れ、瓢簞から這い出る子供に甘
えられ…。土地の因習を幻想的
に綴った奇譚。

●行政相談
  場　所　役場新館3階333会議室
  日　時　7月1日（火）10時～15時
  問合先　総務課　☎73‐3150

●心配ごと相談
　場　所　役場新館3階333会議室
    日    時　7月8日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73 - 3121

●心配ごと・行政合同相談
　場　所　藤原地区公民館
　日　時　7月15日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150

●なんでも相談
   場　所　役場新館1階
   問合先　なんでも相談室　☎73‐3118

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　みのり障がい者生活支援センター
　　　　    　☎72‐2818
　相談先　児童発達支援センター「プリンちゃん」
　　　　    　☎28‐0250

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72‐1682
　　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター
　　　　　（健康増進課内）☎73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎0120‐462‐110

        （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局
　　　　　　☎0978‐62‐2271

●法律相談（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）
　　　　　第４火曜（役場333会議室）
　　　　　※祝日の場合は休み
　　　　　13時30分～16時30分
　費　用　�30分につき5,000円
　　　　　※�収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　☎097‐536‐1458

『あぽわずらい』　あぽやん３
新野 剛志：著　文藝春秋：刊
　航空業界の低迷に親会社の危
機…。どうなる大航ツーリスト！
あの遠藤が出社拒否。彼が帰っ
てくるその朝まで、成田空港所
の面々は日々ピンチを笑顔で乗
り切りつづける。『別册文藝春秋』
連載を単行本化。

『そこはかさん』　
沙木とも子：著　KADOKAWA：刊
　京都にある美代の家には竃神
が祀られたおくどさんがあった。
そして、代々女性にしか見えず、
見る者によって形や姿が異なる
といわれる “そこはかさん ”なる
存在が。はたして美代の目に映っ
た、そこはかさんとは…。

『それって、保育の常識ですか？』
ほんとうに大切なこと 35
柴田 愛子：作　すずき出版：刊

　子どもって思うようにいかな
い！どうして親が子どものカバ
ンを持ってるの？お誕生日会は
必要？保育歴42年の著者が、自
身の経験をもとに、保育で “ほ
んとうに大切なこと ”を伝える。

新刊案内
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経
営
指
導
員

　

採
用
候
補
者
選
定
試
験

▼�

第
１
次
試
験　

８
月
９
日

（
土
）
10
時
～

▼�

場
所　

大
分
商
工
会
議
所
ビ
ル

▼�

試
験
方
法　

専
門
試
験
、
能

力
試
験
、
適
性
試
験

▼
受
験
資
格

①�

満
年
齢
が
34
歳
未
満
（
平
成

26
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
方
。

②�

採
用
後
、
商
工
会
地
域
に
転

居
可
能
な
方
。

▼
採
用
予
定
者
数　

５
名
程
度

▼�

問
合
先　

県
商
工
会
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
９
５
０
７

介
護
支
援
専
門
員

　

実
務
研
修
受
講
試
験

　

受
験
案
内
や
受
験
申
込
等
は

県
保
健
所
や
役
場
健
康
増
進
課

等
で
配
布
。
詳
細
に
つ
い
て
は

必
ず
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。ま
た
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
受
験
案
内
等
を
掲
載
し

ま
す
。

▼
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

▼�

場
所

　

大
分
市
、
佐
伯
市
、
日
田
市

▼�

受
付
期
限

　

７
月
29
日
（
火
）

▼�

試
験
手
数
料

　

８
，
５
０
０
円

▼
問
合
先　

県
高
齢
者
福
祉
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
９
２

原
木
し
い
た
け
栽
培

　

研
修
生
募
集

　

し
い
た
け
栽
培
へ
の
就
農
を

検
討
中
の
方
、
就
農
間
も
な
い

方
な
ど
、
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
栽
培
基
礎
研
修
】

　

計
４
回
開
催
す
る
研
修
会

（
講
義
及
び
簡
単
な
実
技
）
を

通
し
て
、
し
い
た
け
栽
培
の
基

礎
を
学
ぶ
研
修
で
す
。

▼�

開
講
日　

９
月
７
日
（
日
）

（
予
定
）

▼�

場
所　

農
林
水
産
指
導
研
究

セ
ン
タ
ー
（
豊
後
大
野
市
）

▼
募
集
人
員　

40
名

【
生
産
現
場
通
型
研
修
】

　

在
住
地
近
隣
の
優
良
生
産
者

の
生
産
現
場
に
通
い
、
生
産
者

か
ら
直
接
、
技
術
指
導
を
受
け

る
実
践
研
修
で
す
。

▼
募
集
人
員　

７
名

▼�

募
集
締
切　

７
月
31
日
（
木
）

▼�

申
込
・
問
合
先

　

町
農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校

　

地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再

生
し
、
た
け
の
こ
の
生
産
な
ど

有
効
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
が
、
研
修
場
所

ま
で
の
交
通
費
は
各
自
負
担
で

す
。
※
材
料
費
一
部
負
担
有
。

▼�

日
時　

９
月
下
旬
、
３
月
上

旬
、
３
月
下
旬
（
計
３
回
）

▼�

場
所　

日
出
町
、
福
岡
県
八

女
市
立
花
町

▼�

内
容　

生
産
・
竹
林
管
理
の

知
識
、
技
術
。
先
進
地
の
視

察
。
生
産
・
流
通
及
び
竹
林

の
持
続
管
理

＊��

研
修
は
現
地
集
合
で
す
。

▼�

募
集
期
間　

７
月
１
日

（
火
）
～
31
日
（
木
）

▼�
申
込
・
問
合
先

　

県
東
部
振
興
局

☎
０
９
７
８
‐
72
‐
０
１
５
６

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
免
許
試
験

▼
日
時　

10
月
４
日
（
土
）

▼
場
所　

大
分
大
学

【
試
験
種
類
】

○�

第
一
種
衛
生
管
理
者
○
第
二

種
衛
生
管
理
者
○
潜
水
士　

▼�

申
請
書
提
出
先

　

大
分
県
労
働
基
準
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
５
７
６
３

募 

集

【
試
験
種
類
】

○
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転

士
（
ク
レ
ー
ン
限
定
）
○
移
動

式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

▼�

申
請
書
提
出
先　

大
分
県
労

働
基
準
協
会
特
殊
技
能
教
育

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
８
３
‐
４
６
８
６

【
試
験
種
類
】

○
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
○
二
級

ボ
イ
ラ
ー
技
士
○
ボ
イ
ラ
ー
整

備
士

▼�

申
請
書
提
出
先　

日
本
ボ
イ

ラ
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
５
７
４
９

【
試
験
種
類
】

○
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

▼�

申
請
書
提
出
先　

大
分
産
業

機
械
技
能
教
習
所

☎
０
９
７
‐
５
５
４
‐
２
２
４
６

▼�

問
合
先　

九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
‐
43
‐
３
３
８
１

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

実
際
に
授
業
で
行
う
実
習
な

ど
を
再
現
し
、
学
生
自
ら
が
案

内
・
説
明
を
行
い
ま
す
。
３
系

７
コ
ー
ス
制
の
説
明
や
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
＊
事
前
申
込
不
要　

○�

第
１
回　

７
月
19
日
（
土
）

「日出町ふるさと寄附金」を募集しています！

 日出町では、ふるさと日出町を応援していただける方から、「ふ
るさと寄附金」を募集しています。
「ふるさと寄附金」は観光振興、地場産業育成等ふるさとを守り、
元気づける日出町の施策に活用します。
多くの皆様からの応援をお待ちしております。

問合先　日出町総務課　☎ 0977-73-3150

≪税制上の優遇措置があります≫
「ふるさと寄附金」をされた方は、所得税・個人住民税の一部につ
いて控除が受けられます。

■�日時　７月 14 日（月）13 時～ 16 時
■対象者
　○�来春卒業予定の大学院・大学・短大・高専・

専修学校の学生（大学など既卒３年以内の方
含む）

　○�Ｕ・Ｉターン希望者（県外在住者）
■�問合先
　大分労働局職業安定部　☎ 097-535-2090

新規大卒者等＆Ｕ・Ｉターン希望者

就職面接会（場所：トキハ会館）
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○�

聴
覚
障
が
い
教
育
に
関
す
る

情
報
提
供

○�

医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育

機
関
な
ど
と
の
連
携
な
ど

▼�

申
込
方
法　

大
分
県
立
聾
学

校
へ
電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼�

申
込
期
限

　

８
月
８
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

県
立
聾
学
校

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

FAX
０
９
７
‐
５
４
６
‐
２
１
１
１

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

　

～
無
料
相
談
所
～

▼�

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
９

時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　

日
出
町
中
央
公
民
館

▼
相
談
内
容

①
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

②�

土
地
の
登
記
（
分
筆
・
合
筆
・

13
時
～
16
時

○
第
２
回　

８
月
24
日
（
日
）

○
第
３
回　

９
月
６
日
（
土
）

▼�

場
所
・
問
合
先

　

県
立
工
科
短
期
大
学
校

☎
０
９
７
９
‐
23
‐
５
５
０
０

２
０
１
４
年
夏

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
事
業
所
の
採
用
担
当
者

か
ら
直
接
話
を
聞
け
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
参
加
無
料
。
無
料
託

児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
ま
す
。

▼��

日
時　

８
月
10
日
（
日
）

　

13
時
～
16
時

▼�

場
所　

大
分
県
社
会
福
祉
介

護
研
修
セ
ン
タ
ー

▼�

内
容　

就
職
面
談
、
各
種
相

談
ほ
か

▼�

問
合
先

　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

夏
休
み
企
画

　

～
小
学
生
模
擬
裁
判
～

裁
判
員
裁
判
を
体
験
！

▼
日
時　

８
月
４
日
（
月
）

○�

午
前
の
部

　

９
時
20
分
～
12
時

○�

午
後
の
部

　

13
時
30
分
～
16
時
10
分

▼�

場
所

　

大
分
地
方
裁
判
所

▼�

募
集
人
数

　

午
前
、
午
後
と
も
各
80
名

＊
電
話
に
よ
る
申
込
先
着
順
。

▼
対
象　

小
学
４
～
６
年
生

＊
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
可
。

＊
保
護
者
同
伴
。

▼�

申
込
・
問
合
先

　

大
分
地
方
裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

視
覚
障
が
い
教
育
相
談

　
（
巡
回
相
談
）

▼�

日
時　

８
月
12
日
（
火
）
10

時
～
15
時
30
分

▼�

場
所　

野
口
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー

▼�

対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人

及
び
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

(

保
育
士
・
教
員
な
ど)

▼�

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し

方
や
保
育
・
教
育
・
医
療
に

関
す
る
こ
と

▼�

申
込
方
法　

希
望
者
は
町
教

育
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
の

う
え
、「
相
談
票
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

不
明
な
点
は
、
直
接
、
盲
学

校
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼�

申
込
期
限　

７
月
29
日
（
火
）

▼
問
合
先　

県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

聞
こ
え
と
こ
と
ば
の

　

教
育
相
談
会

　

相
談
は
個
別
に
行
い
、
内
容

に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳
守
い
た

し
ま
す
。
相
談
時
間
な
ど
は
お

申
し
込
み
後
、
担
当
者
と
の
打

ち
合
わ
せ
の
う
え
、
決
定
し
、

別
途
連
絡
い
た
し
ま
す
。
相
談

無
料
。

▼�

日
時　

８
月
18
日
（
月
）
９

時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所　

野
口
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー

▼�

対
象　

０
～
18
歳
ま
で
の
お

子
さ
ま
及
び
そ
の
関
係
者

▼
相
談
内
容　

○�

育
児
や
学
習
、
生
活
に
つ
い
て

○
就
学
や
転
学
に
つ
い
て

　管理を怠ると、雑草や樹木が

繁茂し、近隣の方々に不快感を

与え、病害虫の発生する原因と

なります。また、ごみの不法投棄・

火災誘発場所にもなりかねませ

ん。あき地の適正な管理をお願

いします。

■あき地管理に関する問合先

　生活環境課　☎ 73－ 3128

あき地は、その所有者
（管理者）が管理
しなければなりません

相 
談
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地
目
変
更
な
ど
）
に
関
す
る

こ
と

③�

建
物
の
登
記
（
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
な
ど
）
に
関
す
る

こ
と

▼�

問
合
先　

大
分
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
杵
築
支
部

☎
０
９
７
８
‐
63
‐
３
７
７
７

看
護
職
就
職
無
料
相
談
会

▼�

日
時　

８
月
３
日
（
日
）

　

13
時
～
16
時

▼�

場
所　

県
看
護
研
修
会
館

▼�

対
象
者　

九
州
内
の
看
護
学

生
及
び
准
看
護
学
生
、
看
護

職
な
ど

▼�

内
容　

各
施
設
ご
と
に
ブ
ー

ス
を
設
け
て
の
就
業
相
談

＊�

参
加
者
に
は
景
品
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

▼�

申
込
期
限　

７
月
31
日
（
木
）

＊
当
日
参
加
も
可
で
す
。

▼�

問
合
先　

県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７
１
３
６

司
法
書
士
青
年
の
会
に
よ

る
法
律
相
談

▼�

日
時　

７
月
14
日
（
月
）
13

時
30
分
～
16
時
＊
要
予
約
。

▼
場
所　

日
出
町
役
場

▼�

内
容　

相
続
等
不
動
産
登

記
・
会
社
関
係
登
記
全
般
・

多
重
債
務
関
係
・
訴
訟
手
続
・

成
年
後
見
・
そ
の
他

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
司
法
書

士
青
年
の
会
事
務
局
（
安
藤

事
務
所
）
☎
23
‐
２
０
２
９

外
国
人
無
料
相
談
会

　

国
籍
・
相
続
・
残
留
ほ
か
、

過
去
相
談
内
容
と
し
て
、
Ｄ

Ｖ
・
就
職
・
保
険
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
英
語
な
ど
、
通
訳
も
つ

き
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
３
日
（
日
）

▼�

場
所　

iichiko

総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
地
下
１
階

▼
問
合
先　

原
田

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

８
月
26
日
（
火
）
～
10
月
１

日
（
水
）
の
間
で
、
講
習
区
分

別
に
県
内
各
地
の
会
場
に
て
行

い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。　

▼�

受
付
期
間　

７
月
22
日

（
火
）
～
30
日
（
水
）

▼�

受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

＊
大
分
県
収
入
証
紙
で
納
入
。

▼�

提
出
・
問
合
先

　

杵
築
速
見
消
防
組
合

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
４
３
４
１

介
護
事
業
所
の
人
事
に
関

す
る
無
料
講
習
会

▼�

場
所　

日
出
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
全
講
習
）

▼
定
員　

各
30
名
＊
先
着
順
。

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
習
】

▼�

日
時　

８
月
１
日
（
金
）
13

時
～
16
時

▼�

内
容　

介
護
事
業
所
の
管
理

監
督
者
・
リ
ー
ダ
ー
の
た
め

の
ラ
イ
ン
ケ
ア
講
習
会

【
雇
用
管
理
責
任
者
講
習
】

　

各
コ
ー
ス
使
用
テ
キ
ス
ト
無

料
配
付

○
総
合
コ
ー
ス

▼�

日
時　

８
月
11
日
（
月
）
13

講 

座

 

町
民
文
芸

　
　
　
　
　

豊
岡　

赤
山　

ち
ゑ

花
開
く
温ぬ

く

き
風
あ
り
花
散
ら
す

激
し
き
風
の
あ
り
て
春
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

渡
邊　

睦
子

と
り
ど
り
に
庭
に
咲
く
バ
ラ
香
り
た
ち

疲
れ
し
わ
れ
を
慰
め
く
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

杉
田
美
智
子

花
々
に
米
の
研
ぎ
汁
や
る
朝
は

心
の
澱お

り

が
流
る
る
心
地
す

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

上
田　

靖
子

倒
さ
れ
し
大
木
に
咲
く
山
ざ
く
ら

命
の
限
り
を
花
に
託
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

濱
本
紀
代
子

移
り
来
て
知
る
人
ぞ
な
き
駅
前
に

美
術
館
あ
り
嬉
し
く
な
り
ぬ

　

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

軽
や
か
に
な
ほ
軽
や
か
に
夏
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

大
原
カ
ヅ
ヱ

青
梅
の
う
ぶ
毛
の
白
ろ
し
地
に
こ
ろ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

新
緑
の
小
路
を
駆
け
る
園
児
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

そ
の
夕

ゆ
う
べ

老ろ
う
お
う鶯

の
声
朗ろ

う
ろ
う々

と

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

朝あ

さ

ご

ち

東
風
に
一
夜
の
漁
を
乗
せ
戻
る

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

そ
れ
ぞ
れ
に
香か

を
放
ち
け
り
ば
ら
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

田
起
し
も
世
代
交
替
若
き
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

梅つ

ゆ雨
時し

ぐ

れ雨
里
の
田
植
の
慈じ

う雨
と
な
れ

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹ 0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

・介護老人保健施設・グループホーム・デイケア
・ケアーホーム・介護支援センター
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時
～
16
時

▼�
内
容　

採
用
か
ら
退
職
ま
で

の
雇
用
管
理
に
関
す
る
基
本

的
事
項
に
つ
い
て
の
講
習

○
専
門
コ
ー
ス　

▼�

日
時　

11
月
17
日
（
月
）
13

時
～
16
時

▼�

内
容　

労
働
時
間
管
理
な
ど

専
門
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

よ
り
深
く
学
べ
る
講
習

▼�

申
込
・
問
合
先

　

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
１
４
８
１

親
子
料
理
教
室
～
手
作
り

ソ
ー
セ
ー
ジ
に
挑
戦
！
～

▼�

日
時　

７
月
12
日
（
土
）
10

時
～
13
時

▼
場
所　

別
府
大
学

▼�

対
象　

児
童
・
生
徒
と
保
護

者
24
組

▼�

費
用　

保
護
者
５
０
０
円
、

児
童
１
人
目
３
０
０
円
、
２

人
目
か
ら
２
０
０
円

▼�

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
児
童
・
生
徒
は
上
履
き

▼�

申
込
締
切　

７
月
７
日
（
月
）

＊�

人
数
多
数
の
場
合
、
先
着
順

と
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　

別
府
大
学

☎
66
‐
９
６
３
０

笑
い
ヨ
ガ

　

笑
い
ヨ
ガ
は
腹
圧
の
か
か
る

有
酸
素
運
動
で
す
。
ご
心
配
の

方
は
主
治
医
に
ご
相
談
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
対
象

者
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参

加
無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時　

７
月
17
日
（
木
）
14

時
～
16
時

▼
場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�
問
合
先　

別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
が
ん
相
談
支
援
室

☎
67
‐
１
１
１
１

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。
要

申
込
。

【
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
講
座
】

▼�

日
時　

８
月
１
・
８
・
22
・

29
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
金

曜
日
）

▼�

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
座
料　

３
，
０
０
０
円

▼�

募
集
期
限　

７
月
25
日
（
金
）

▼�

申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

速
見
食
品
衛
生
協
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

速
見
食
品
衛
生
協
会
で
は
、

県
証
紙
の
販
売
、
食
品
営
業
者

の
皆
様
へ
の
食
品
営
業
賠
償
共

済
（
食
中
毒
保
険
）
並
び
に
見

舞
金
共
済
、
水
質
検
査
の
受
付

な
ど
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、毎
週
火
曜
日
、

木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
そ
の
翌

日
）
の
９
時
30
分
～
16
時
ま
で
、

東
部
保
健
所
の
食
品
衛
生
監
視

員
が
食
品
に
関
す
る
相
談
や
食

品
営
業
許
可
（
一
時
営
業
含
）

を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で

す
。
清
潔
・
迅
速
冷
却
・
加
熱

殺
菌
の
食
中
毒
予
防
三
原
則
を

守
り
食
中
毒
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▼�

問
合
先　

速
見
食
品
衛
生
協
会

☎
72
‐
２
１
７
１

高
速
道
路
沿
い
の

　

土
地
所
有
者
様
へ

　

強
風
や
豪
雨
、
降
雪
な
ど
に

よ
り
、
高
速
道
路
沿
線
か
ら
竹

や
樹
木
が
高
速
道
路
内
へ
倒
れ

こ
み
、
走
行
中
の
車
に
衝
突
す

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
で
竹
林
や
森

林
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

高
速
道
路
内
へ
の
危
険
が
予
測

さ
れ
る
場
合
、
伐
採
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
上
に
竹
な
ど
が

倒
れ
こ
む
可
能
性
が
あ
り
、
危

険
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
と

き
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、
や

む
な
く
西
日
本
高
速
道
路
㈱
で

伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

高
速
道
路
を
ご
利
用
い
た
だ

く
方
々
が
安
全
・
快
適
に
ご
通

行
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

問
合
先

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱

☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
８
０
６
１

多
胎
児
サ
ー
ク
ル

　

ふ
た
ご
っ
ち
館

　

双
子
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
真
っ

最
中
の
マ
マ
。
双
子
ち
ゃ
ん
を

妊
娠
中
の
マ
マ
。
双
子
ち
ゃ
ん

を
育
て
終
え
た
先
輩
マ
マ
。
じ

ぶ
ん
が
双
子
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
。

　

ふ
た
ご
っ
ち
館
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
？
７
月
11
日

（
金
）
は
、
茶
話
会
で
す
。

▼�

日
時　

毎
月
第
２
金
曜
日
10

時
30
分
～
12
時
30
分

そ
の
他

既存建物の耐震化工事行います
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お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

＊
5
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

糸ヶ浜ビーチフェスタ 2014
　8 月 3 日 ( 日 ) 開催・参加者募集‼

真夏の恒例イベント「糸ヶ浜ビーチフェスタ」の各種競技への参加者を募集します。家族や仲間

と一緒に、夏の楽しい思い出を作りませんか。
事前受付競技　いずれも先着順
● ビーチバレーボール（参加料 1チーム 3,000 円）

　・Aクラス（上級者・過去入賞経験）・Bクラス（その他）

● ビーチ水鉄砲（参加料 1チーム 1,000 円）

● ビーチフラッグス（無料）

● 小学生ドッジボール（無料）

写真は昨年のビーチ水鉄砲大会の様子

野
田　

愛
子	

（
81	

中
の
三
）

生
山　

昭
一	

（
81	

西
の
二
）

阿
部　

ス
マ	

（
86	

西
の
二
）

阿
部　

一
江	

（
89	

西
区
）

清
末　

和
子	

（
72	

団
地
東
）

荒
金　

智
子	

（
59	

団
地
東
）

三
好　

睦
子	

（
78	

団
地
西
）

三
村　

キ
ク	

（
84	

西
八
日
市
）

野
上　

正
治	

（
76	

上
深
江
）

藤
川　

勝
子	

（
63	

高
尾
）

堀　
　

正
博	

（
78	

港
）

安
部
ト
シ
ヱ	

（
97	

軒
の
井
）

野
中　

大だ
い
ち智	（
浩
一	

中
の
二
）

棚
成　

蓮れ
ん	

（
雄
二	

影
平
）

羽
田
野
琉る

い衣	（
亮	

団
地
西
）

小
野　

咲さ
く
ら愛	（
菜
々
美  

団
地
北
）

福
元　

章あ
き
ひ
と人	（

浩
人	

上
仁
王
）

和
田　

歩あ
ゆ
み実	（

有
平	

東
仁
王
）

染
矢　

彩さ
い
か禾	（

将
吾	

東
仁
王
）

内
木　

綱つ
な
と人	（

敏
人	

堀
）

安
藤　

巧た
く
ま馬	（
広
祥	

南
部
）

前
田
結ゆ

い

な

依
那	（
良
輔	

一
北
）

仲
尾　

航こ
う
す
け佑	（
隆
正	

西
小
深
江
）

廣
瀨　

瑠る

か香	（
進
一	

内
野
）

古
瀬
日ひ

な

の

向
望	（
雅
史	

北
大
神
）

工
藤　

琉り
ゅ
う
と人	（
哲
也	

三
尺
山
）

野
﨑　

心こ
こ
あ愛	（

和
明	

上
深
江
）

船
尾　

千ち
さ
と慧	（
修	

高
平
）

井
上　

心こ
は
る陽	（
伸
二	

太
田
）

渡
邉　

樹
た
つ
き	

（
昇	

是
城
）

▼�

場
所
・
問
合
先

　

日
出
町
児
童
館

☎
85
‐
８
８
２
０

七
夕
ま
つ
り
開
催
に
つ
き

交
通
規
制
に
ご
協
力
を　

　

大
分
市
で
は
、
８
月
１
日

（
金
）
～
３
日
（
日
）
の
３
日
間
、

大
分
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
会
場
の
中
央
通

り
（
ま
つ
り
広
場
）
な
ど
、
周

辺
道
路
の
交
通
規
制
を
い
た
し

ま
す
。
車
両
通
行
上
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
規
制
日
時

○�

８
月
１
日
（
金
）

　

18
時
20
分
～
21
時
30
分

○�

８
月
２
日
（
土
）

　

18
時
20
分
～
21
時
30
分

▼�
規
制
区
域　

中
央
通
り
、
国

道
１
９
７
号
な
ど
大
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■日時　8月 3日（日）　8時 20 分～ 16 時
■場所　糸ヶ浜海浜公園（日出町大神）
■申込・問合先　糸ヶ浜ビーチフェスタ実行委員会事務局
　　　　　　　　☎ 72-4255（日出町観光協会内）

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

見学受付中！お気軽にお問い合わせください

2223



大川　亘さん（73）

（大神　軒の井）

「旅行が生き甲斐」と話す大川さん

部屋には 120 個以上のちょうちんが

日 出 町 の 人 の う ご き
平成 26 年 6 月 1 日現在の
住民基本台帳の登録人口

世帯数	 11,870	（＋	 5）	 ＋	22
人　口	 28,587	（＋	 6）	 －	 9
	 男	 13,705	（＋	16）	 ＋	14
	 女	 14,882	（－	10）	 －	23
	 南端	 313	（＋	 1）	
	 豊岡	 7,282	（＋	 9）	
	 日出	 5,906	（＋	 2）
	 藤原	 3,846	（＋	 3）
	 川崎	 5,853	（＋	 6）
	 大神	 5,387	（－	15）
	 （　）	内は前月比
		 内は今年４月１日比　

楽しみがあるからこそ、また頑張れる！
ハウスみかんを栽培して20年

　日出町内でハウスみかん
を栽培している農家は、20
年前は 50 戸以上ありました
が、現在は９戸のみです。燃
料費の高騰や栽培農家の高齢
化など、ハウスみかん栽培者
にとって厳しい環境のなかで
も栽培を続ける農家のひとり
が、大川亘

わたる

さんです。
　大川さんが頑張れる理由
は、旅行です。その話を伺う
ためお宅にお邪魔したとこ
ろ、一番初めに目に入って来
たのは「ちょうちん」でした。
部屋の鴨居の上にずらっと並
んだちょうちんを数えてみた
ところ、その数 120 個以上。
大川さんが旅行先でひとつず
つ購入して集めたものです。
　大川さんが旅行に行き始め
たのは、ハウスみかん栽培を
始めた約 20 年前。テレビで
観た北海道に一度行ってみた
いと、日頃の慰労も兼ねて、
妻の恵美子さんと一緒に出掛
けました。
　長年続けているみかん栽培
ですが、大変なこともありま
した。ある年、みかんに病気

が広がり、栽培していた３反
のうち１反分すべてのみかん
が出荷できなくなりました。
また、冬場のハウスの温度調
整も気が抜けず、年間を通し
て多忙な仕事です。
　でも、「旅行から帰ってく
ると、また頑張ろうという気
になる」と話す大川さんは、
時間を見つけては、 夫婦で
様々な土地を訪れ、その楽し
みを励みに頑張っています。
　一番印象に残っている場所
は、新潟県の佐

さどが し ま

渡島です。た
らい舟漕ぎを体験したり、佐
渡おけさを鑑賞したりして、
佐渡の自然と文化を楽しみま
した。また、特別天然記念物
のトキを観察し、ピンク色に
似た朱

と き い ろ

鷺色の美しい羽根を見
て、感動したと言います。
　もう１つの忘れられない思
い出は、大分からはるか離れ
た北海道の礼

れぶん と う

文島に行った時
のこと。旅館に到着した直後
に、大分に大型台風が近づい
ていることをニュースで知り
ます。ビニールハウスのこと
がどうしても気になり、参加

していたツアーを断念して、
すぐにでも帰ろうと考えてい
たところ、 台風の進路が変
わってくれたそうです。
　おかげで、そのまま旅行を
続けることができましたが、
やはり、旅行中もビニールハ
ウスやみかんのことが一番気
になると言います。
　なにかと苦労の絶えないハ
ウスみかん栽培ですが、次の
旅行が決まると「仕事に張り
合いが出る」と大川さん。精
魂込めて育てたハウスみかん
が町内の市場に並ぶのは、６
月下旬の予定です。

52

24


